
広報用ポスターやアプリ内のスタンプ、バナーは吉田南総合図書館が制

作を担当し、図書館機構ウェブサイトでニュースを掲載した。また附属図

書館のマスコット「クラちゃんインちゃん」とともに各図書館・室の様子を

撮影し、その様子をXで投稿し、X上でもバーチャルな図書館回遊を楽し

めるようにした。

【X投稿-犬山キャンパス図書室】 【広報ポスター】
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京都大学図書館機構

京都大学内には図書館・室が40近くもある。各図書館・室の利用案内

や開館日程などの情報は、図書館機構ウェブサイトに集約して掲載してい

るが、所在情報はPDF形式の地図のみで、スマートホンからは見づらく、

窓口でも印刷した地図で案内するしか手段がなかった。

そこで、ボールドライト株式会社が提供するデジタルマップ「プラチナ

マップ」を導入し、2024年12月に「シン・マップ」として公開した。「シン・

マップ」は端末の種類を問わずアクセス可能で、各図書館・室の情報をわ

かりやすく表示することができ、ルート案内機能も備えている。この「シ

学内の図書館・室を訪問して、掲示されているQRコードを参加者自身

のスマホで読み込み、スタンプを集め、獲得したスタンプ数に応じて図書

館グッズをもらえる仕組みである。

メインキャンパスのほか、周辺や遠隔地キャンパスの図書館・室からも

企画への参加があり、合計19図書館・室、24ポイントを設置した。図書館

グッズの交換は附属図書館のみで行った。

新入生歓迎イベントは「図書館機構スタンプラリーLibrary Walk」とし

て2013年から2019年に学内図書館・室で協働開催を実現してきたが、

コロナ禍により参加者が紙の台帳を持って図書館を回遊するスタンプラ

リーの開催は見送りとなっていた。このたび6年ぶりにデジタルスタンプ

ラリーという新たな姿で新入生のための学内図書館・室協働イベントが復

活した。イベントへの参加だけでなく、同じポイントを訪問した参加者同士

がX上でやり取りしたり、対面での交流が生じたりなど、新たなコミュニ

ケーションが生まれたことも確認している。大学図書館のデジタルなイベ

ントを通じて自然発生的に交流の場が生まれた事例として報告したい。

また、物理的な接触を減らす感染症予防、参加者集計の効率化といっ

た運営上の利点に加え、さらに副次的な効果として投稿用の写真撮影の

ために各図書館・室を訪問する過程で、各図書館・室の職員同士の交流が

生まれ、通常業務以上のつながりを築くこともできた。

シン・マップへのアクセス→

今後は、図書館・室の情報のみならず、学内の様々

な学習スペースに関する情報を「シン・マップ」に集約

することで、利便性を向上させる予定である。
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(1:附属図書館 2:吉田南総合図書館）

研究集会ポスター発表にあたり、ボールドライト社に協力を仰ぎ、スタン

プラリー体験サイトを用意した。下記のQRコードを読み込み、利用規約

に同意すると、スタンプラリーに参加できる。ぜひ試してもらいたい。

（デモ期間：2025年6月19日（木）-6月20日（金））

犬山キャンパス図書室

附属図書館

吉田南総合図書館

桂図書館

宇治分館

新：新入生 在：在学生

付録. デモ

ン・マップ」のオプション機能であるデジタルスタンプラリー（プ

ラチナラリー）を使って、2025年4月に新入生歓迎イベント

「図書館機構デジタルスタンプラリー」を開催した。 プラチナラリー
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【特典 オリジナルグッズ】
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